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札内川ダムでは、洪水期に備えた貯水容量確保と札内川の礫河原再
生を目的とした放流を、令和２年６月２４日（水）から２６日（金）
にかけて行いました。
本放流は、洪水期に備えダムの容量を確保するための放流を活用し

て、河道内の砂や礫を攪乱し、ヤナギの河床への定着を抑制し札内川
の礫河原再生を図ったものです。

放流中、下流の水位が
どのくらい上がったか
を計測しました。

ウポポイがOPENしました！

アイヌ文化の復興に関する日本
における中核的な役割を担う施
設「民族共生象徴空間（ウポポ
イ）」が令和２年７月１２日
（日）OPENしました。
みなさんぜひご来場ください。

ウポポイPR
キャラクター

「トゥレッポん」

https://twitter.com/mlit_hkd_ob
https://twitter.com/mlit_hkd_ob


TECーFORCEとは？

Technical Emergency Control Forceの略。
大規模自然災害が発生し、又は発生するおそれがある場合に、円

滑かつ迅速に災害対応の支援を行うことを目的に、被災した地方公
共団体等に国土交通省のエキスパート職員を派遣するものです。

令和２年７月３日からの梅雨前線による大雨に伴う被
災地の応急対策を支援するため、７月１４日（火）から
８日間、TECーFORCE（緊急災害対策派遣隊）として被
災状況調査班（道路）１班４名を熊本県に派遣しました。

令和２年７月豪雨で被災した熊本県へ
TECーFORCEを派遣しました

過酷な環境の中、安全を確保しながら早期復旧に向けて調査に当たる隊員の様子



受賞者の一覧はこちら

帯広開発建設部では、例年、工事等
に係る技術の向上を図ることなどを目
的として、優れた施工を行いあるいは
優良な成果を収めた企業及び技術者を
表彰しております。
今年度は、令和元年度に完成した工

事及び完了した業務を対象に、それぞ
れ９件を選定し、令和２年７月２９日
（水）、帯広第２地方合同庁舎にて帯
広開発建設部長から表彰状が交付され
ました。

令和２年度優良工事等表彰式（帯広開発建設部長表彰）を
行いました。

十勝川の「ゴミマップ」が最優秀賞を受賞しました！

帯広河川事務所では、十勝川流域における不法投棄を防止させるた
めの啓発ツールとして「十勝川ゴミマップ」を作成・公開しています。
この度、「全国川ごみネットワーク」の選考により、全国１７０以上
の川ごみマップの中から最優秀賞を受賞しました。

【受賞の理由】
子どもから年配の方まで誰もが見やすい表現でレイアウトのデザインにも優れ

ている。不法投棄処分量を小学校の教室の個数に例えていて子どもたちにもわか
りやすいよう工夫されている。等

https://www.hkd.mlit.go.jp/ob/u23dsn00000004b6-att/fns6al000000phgt.pdf
https://www.hkd.mlit.go.jp/ob/release/fns6al000000ornf-att/fns6al000000phg5.pdf

